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研究成果の概要（和文）：　本研究では、バルカン半島の前期青銅器時代における西アジアに由来する「都市
化」の影響を、土器生産と移動・流通に関する研究を通じて明らかにするために、高精度の編年的枠組を構築
し、土器の学際的分析を実施した。ブルガリアのデャドヴォ遺跡を中心に炭素年代測定と土器の型式学的分析を
行って、前期青銅器時代初頭から終末にかけてのデータを得た。ブルガリア南東部の遺跡を対象に土器の胎土分
析を実施し、集落単位で在地生産を行っていたことを明らかにした。集落間あるいは地域間の土器の移動を示す
データは得られなかったが、アナトリアに由来する赤色スリップ土器に関しては、南方都市社会と接触した証拠
が認められた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to reveal implications of “urbanization” in Western Asia 
for indigenous communities in Early Bronze Age in the Balkan peninsula, by understanding the pottery
 production and its movement/distribution.  Making high-precision chronology, mainly in Bulgaria, it
 conducts the disciplinary analyses on the pottery.  As a main result of the chronological studies 
in Dyadovo and the other settlements by radiocarbon dating and pottery typological analysis, the 
chronological framework, spanning from from 3200 to 2000 BCE, was mostly established.  Petrographic 
analysis on the pottery from the flat settlements in southeastern Bulgaria showed local productions 
in each settlement. While the results didn’t clearly show pottery movement among the settlements 
and the geographical areas , the red-slipped pottery originating from Anatolia provided clues to 
understand how people in the settlement in Bulgaria made contacts with ancient Western Asian 
civilization.

研究分野：先史考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　バルカン半島は、古代西アジアで起源した都市文明がヨーロッパ地域に拡散していった過程を理解するために
重要な地理的位置を占めている。それにもかかわらず、半島の青銅器時代社会の実像については不明な点が多く
残されていた。本研究で得られた成果によって、ブルガリアを中心とする青銅器時代の編年研究が大幅に進ん
だ。また、古代西アジアの都市文明がヨーロッパの在来社会と接触した最初の具体的様相を示すデータが得られ
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 人々の生活の中心的な役割を担い続けてきた都市の出現と拡散は、人類史のなかで重大な歴
史的出来事の一つに数えられる。都市は前 4 千年紀中頃にメソポタミアで起源し、その影響を
増大させながら、徐々にユーラシア大陸各地に拡散していった。この「都市化」の過程を明らか
にしようとする試みは、今日の都市文明の基層およびその本質を理解するために重要な手がか
りを与えてくれるはずである。 
古代における「都市化」の過程をめぐって、バルカン半島は興味深い研究対象となる。半島は
都市が世界で最初に成立した西アジアと隣接しており、内陸ヨーロッパのなかでいち早く都市
社会と接触していた可能性が高い。それにもかかわらず、「都市化」の波は実際には、前 3千年
紀中頃にアナトリアとエーゲ海域に到達したところで停滞するというのが従来の定説となって
いる。この期間、ヨーロッパでは新石器時代の平等社会から青銅器時代の階層社会へ徐々に移行
していったものの、前 1千年紀の鉄器時代まで都市が出現することはなかったというのである。
しかし、このことはアナトリアとエーゲ海域で成立した都市社会とバルカン半島の在来社会が、
まったく交流してこなかったことを意味する訳ではない。むしろ、社会学者の藤田弘夫が指摘し
たように、都市が周辺地域に影響を及ぼすことで機能する権力による統治機構であるならば、前
3千年紀の前期青銅器時代（Early Bronze Age、EBA）から両地域間で交流関係が築かれ、半島
で都市が成立する土壌が醸成されていったと推測することが可能である。 
 ところが、バルカン半島における前期青銅器時代社会の実態については、不明な点が多く残さ
れおり、「都市化」が半島で具体的にどのように進んでいったのか明らかではない。まず、交流
関係の議論の前提となる編年的枠組みが十分に整えられていなかった。さらに、アナトリアとエ
ーゲ海域との接触についても、限られた遺物の形態的な類似関係から指摘されるに留まってい
た。先般、編年をはじめ、人、モノ、情報の移動を伴う交流関係を論じる際には、従来の考古学
的手法だけではなく、自然科学的な分析手法も援用してデータを蓄積し、検討することが定石と
なっていた。 
 このような背景のもと、筆者は南ブルガリアの上トラキア平野北東部に位置するデャドヴォ
遺跡を中心に、編年研究と土器の生産および移動のあり方について検討してきた。その際、加速
器質量分析法（AMS）を用いた年代測定と胎土分析も実施したことで、土器の年代、生産、系
統、移動についてより詳細な情報が得られた。そこで、本研究では南方の都市社会との関係性を
探るために、前期青銅器時代のバルカン半島で地域の軸となる高精度の編年的枠組みの構築を
ブルガリアの資料に基づいて試みることとした。そして、対象となる地域をブルガリア南東部に
ひろげて、自然科学的な分析手法も併用することで、当該地域で「都市化」の影響がどのように
及んできたのか明らかにすることができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、バルカン半島における前期青銅器時代社会の特質と「都市化」過程の実態を、土器
の分析を通じて解明することを目的とする。具体的には、（1）ブルガリアに位置する集落遺跡か
ら出土した土器を対象とした分析と AMSによる年代測定の成果に基づいて、高精度の編年的枠
組みの構築を目指す。（2）胎土分析を実施して、ブルガリア南東部における土器の生産と移動・
流通のあり方を明らかにする （3）（1）および（2）の成果とアナトリア・エーゲ海域の資料の
比較を通じて、南方都市社会との交流関係のあり方を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）では、前期青銅器時代層の厚い堆積と層位情報を有し、かつ一定程度の土器の出土量が見
込まれたテル型集落のデャドヴォ遺跡を主な分析対象とした。1984 年から 2012 年にかけて調査
された遺跡の層位記録と、これまでに得られた、また今回新たに得た炭化試料の AMSによる年
代測定値の解析結果に基づいて、前期青銅器時代層の層位区分を再検討した。この成果を踏まえ
て、各層位から出土した土器の型式学的分析（器種・器形、装飾、製作技術）を行い、各属性の
特徴とその消長関係を検討した。さらに、デャドヴォ遺跡で得られた成果を、ブルガリア北部と
西部に位置する三基の集落遺跡（ポプスカ・モギラ、ミロヴヤネ、ドラゴヴィシュティツァ）で
得られた土器の型式学的分析および AMS年代測定の結果と比較し、ブルガリア各地を対象とし
た年代学的な検討を行った。 
(2)では、ブルガリア南東部に位置する三基の平地型集落遺跡（ビセル、セドラリ・グラディ
ンカ、スヴィレングラト・ブランティーテ）を分析の対象とした。出土した土器の型式学的分析
を行って、各遺跡で在地系と非在地系の特徴とその異同を整理した。さらに、そのなかから各 30
点の資料を遺跡ごとに抽出し、岩石学的手法を援用した胎土分析を実施した。抽出した資料はす
べて破片資料とした。分析に際して、土器片から切り出した細片をつかって薄片を作製した。薄
片は偏光顕微鏡で観察し、胎土内に含まれる粗粒粒子の種類、組成、多寡を検討することで、各
資料の胎土の特徴を明らかにした。その結果を、地質図を用いて遺跡周辺の岩石鉱物の内容と比
較することで、土器素材の産地を推定した。なお、胎土分析は松戸市立博物館研究員の柴田徹氏
から協力をえて実施した。 
(3)では、トルコとギリシアに位置する遺跡から出土した土器の型式学的属性に関するデー
タを、現地調査と文献調査を通じて収集した。現地調査に関してはトルコ中央部のキュルテペ遺
跡、ギリシア北部のシタグリ遺跡とディキリ・タシュ遺跡で実施した。調査で得たデータを、(1)



と(2)の分析結果と比較検討し、アナトリアとエーゲ海域との関連性を検証した。 
  
４．研究成果 
（1）ブルガリア前期青銅器時代の高精度編年 
デャドヴォ遺跡の編年研究において
は、まず厚さ約 3 m を測る前期青銅器
時代層を、住居址と居住区を横断する
1 基の大溝から、20 枚の建築層に区分
した。また、新たに 2 点の炭化試料を
加えた計 52 点の AMS による年代値を、
OxCal(v.4.3.2)を用いて統計的に処理
した。その結果、デャドヴォ遺跡では
前期青銅器時代の年代値は 3200〜
2400BC（2σ）に収まること（図 1）、最
上層の年代値が得られていないため、
その下限の値はさらに新しくなることが分かった。この成果を踏まえながら、土器の型式学的特
徴を検討した結果、前期青銅器時代層を三つの時期（EBA1〜3）に大別し、さらに各時期を二つ
の段階に細別した。各段階の年代は EBA1a が 3200〜3000BC、EBA1b が 3000〜2900BC、EBA2a が
2900〜2700BC、EBA2b が 2700〜2500BC、EBA3a が 2500〜2400BC と想定された。ただし、EBA3a に
関して得られた年代測定用の試料はわずか 2点であったこと、また EBA3b の試料については 1点
も得られなかったため、この点に関しては下層のデータに比べて課題が残った。 
土器の型式学的な分析を行った結果、EBA1 と EBA2 の間では土器の特徴に大きな変化は認めら
れなかったのに対し、EBA2からEBA3にかけては器種組成に大きな変化が見られた。具体的には、
EBA1 と EBA2 の土器組成は、深鉢、浅鉢、水差しを基本とする器種から構成されているのに対し、
EBA3 では、これに把手付きカップや注口付土器などの器種が新たに加わった。したがって、EBA1
から EBA2 への変化は比較的緩やかであったのに対し、EBA2 から EBA3 への変化はより重大であ
ったと言える。前 2500 年頃に始まる EBA3 のデャドヴォ遺跡で認められた土器の型式学的な変
化は、バルカン半島の広い範囲に分布する同時期の遺跡で看取される現象であり、半島でほぼ同
じ時期に社会のあり方が大きく変容した可能性を示唆している。 
ブルガリア北部に位置するポプスカ・モギラ遺跡の土器の特徴に関しては、デャドヴォ遺跡と
の間で類似点と相違点を見いだすことができた。前者に関しては、口唇部に刻目文、口縁部に孔
列文が施文されている深鉢が挙げられる。後者に関しては、短刻線充填の帯状文や、口縁部上端
または胴部に斜位に連続して施された刻線文をもつ深鉢とカップがあり、これはルーマニア南
西部からブルガリア北西部にかけて分布する後期コツォフェニ文化に特徴的である。当該遺跡
から得られた 3点の試料の AMS 年代はいずれも 3100〜2900BC（2σ）を示しており、ブルガリア
の EBA1 段階およびルーマニアで公表されている後期コツォフェニ文化の年代値と一致していた。 
ブルガリア西部のミロヴヤネ遺跡とドラゴヴィシュティツァ遺跡では試料の年代を 2 点ずつ
AMS で測定した。炭素年代はそれぞれ 2100〜1900BC、2100〜1800BC（ともに 2σ）の範囲に収ま
った。この年代値は、バルカン半島では前期青銅器時代終末から中期青銅器時代初頭にかけて対
応する。各遺跡から出土した土器はセルビア南部とギリシア北部に類例が認められ、土器による
併行関係も確認することができた。このように年代値が明らかにされた移行段階の遺跡はブル
ガリア西部でほとんど知られていないため、当該域の編年に関する基礎データが得られたと言
える。 
 
（2）土器の生産と移動・流通 
 本研究では、ブルガリア南東部に位置する三基の平地型集落遺跡を対象に、型式学的分析と胎
土分析を実施した。型式学的分析の結果、ビセル遺跡とスヴィレングラト・ブランティーテ遺跡
の土器は、デャドヴォ遺跡の属するエゼロ・グループの土器とよく類似していた。とりわけ、ビ
セル遺跡の土器は同グループに典型的な孔列文土器や凸帯文土器から構成されていた。また、一
段の R縄で施文された縄目文土器も 1点認められた。一方、スヴィレングラト・ブランティーテ
遺跡では孔列文土器はほとんど認められない上に、北ギリシア系の刻線文と刺突文の組み合わ
せをもつ資料が確認された。また、縄目文土器は一段の L 縄による施文がほとんどを占めてい
た。こうした相違点は両
遺跡間の年代差を表し
ていると考えられる。デ
ャドヴォ遺跡の資料と
比較すると、ビセル遺跡
は EBA2a に、スヴィレン
グラト・ブランティーテ
遺跡は EBA2b に比定さ
れる（図 2）。セドラリ・
グラディンカ遺跡の土
器は多くが北ギリシア

図 1 デャドヴォ遺跡における前期青銅器時代各段階の

AMSによる年代値 

図 2 ブルガリア南東部の縄目文土器 

（左）ビセル遺跡（右）スヴィレングラト・ブランティーテ遺跡 



に典型的な土器から構成されており、エゼロ・グ
ループと直接比較可能な資料は見当たらなかっ
た。他方で、当該遺跡からはアナトリア系の赤色
スリップ土器が認められた。周辺地域の資料と比
較したところ、前者の北ギリシア系土器は EBA2
に、後者の赤色スリップ土器は EBA3 に年代付け
られる。ただし、EBA3 の赤色スリップ土器の年代
的位置付けについては、出土コンテクストを詳細
に検証することが不可欠であり、これは今度の課
題として残された。 
続いて、胎土分析を実施した結果、いずれの遺
跡でも土器胎土に使われた素材は遺跡周辺で採取可能であることが分かった。各遺跡から土器
製作祉は検出されていないものの、集落単位で土器生産が行われていた可能性を示すデータを
得ることができた。また、北方のプルト川から黒海北西岸域にかけて由来をもつ縄目文土器の胎
土もまた、在地系土器のそれと類似していたことから、縄目文土器も在地で製作されていた可能
性が高い。このことから、三遺跡の在地系土器とスヴィレングラト・ブランティーテ遺跡の縄目
文土器に関しては、土器そのものが移動したという積極的な証拠は得られなかった。ただし、本
研究では胎土分析として化学的手法を採用した分析は実施していないため、今後はこうした分
析手法を通じて素材の産地をさらに詳しく検討することで、土器の移動について新たな見解が
得られることが期待される。 
 
（3）南方都市社会との接触と交流 
本研究では、南方の都市社会との関連性を示す資料として、セドラリ・グラディンカ遺跡の赤
色スリップ土器に着目した（図 3）。（2）の分析の結果、赤色スリップ土器は在地で生産された
可能性が考えられた。そこで当該遺跡の赤色スリップ土器を対象に、現地調査を再度実施した。
その他に、ブルガリア、ギリシア、トルコで公表されている赤色スリップ土器の分布と年代の検
討と、中央アナトリアのキュルテペ遺跡から出土した赤色スリップ土器の現地調査も行った。 
結果として、赤色スリップ土器の系譜はアナトリアに求められる可能性が高いことが分かっ
た。その一方で、セドラリ・グラディンカ遺跡とアナトリアの赤色スリップ土器との間には型式
学的な特徴に大きな違いがあることも明らかになってきた。まず、セドラリ・グラディンカ遺跡
の土器は、スリップが器面にしっかりと吸着していないことが観察から明らかになった。それに
対し、中央アナトリアのキュルテペ遺跡で観察した同時期の赤色スリップ土器は、スリップはし
っかりと器面に吸着しており、焼成技術の点で両者の違いは鮮明であることを確認できた。また、
トルコ北西部のトロイ遺跡やカンルゲチット遺跡では、前 3 千年紀後半より赤色スリップ土器
がロクロで製作されているのに対し、セドラリ・グラディンカ遺跡では土器製作にロクロがつか
われた痕跡は認められなかった。セドラリ・グラディンカ遺跡の赤色スリップ土器は、胎土分析
の結果も併せて考えると、在地の素材を用いて、在地の技術で作られていたことを示している。
このことから、セドラリ・グラディンカ遺跡の赤色スリップ土器は、西アジア都市社会の構成員
が製作した製品が移動したのではなく、都市社会との接触により触発された在地集団が製作し
たものであるという仮説が成り立つ。今後はこの仮説を検証するために、化学的手法を援用した
胎土分析を含む土器の総合的分析を実施する必要がある。 
 
本研究によって、ブルガリア前期青銅器時代編年の構築、土器生産と移動および都市社会との
交流関係の実態解明に向けた実証的なデータを着実に蓄積することができた点は大きな成果と
いえる。とくに、デャドヴォ遺跡では前期青銅器時代のほぼすべての段階を通時的に追うことの
できるデータが得られたことにより、上トラキア平野における編年体系の軸は完成に近づきつ
つある。また、南方都市社会、具体的にはアナトリア地域との交流の実態を示す新たなデータが
得られたことも大きな成果と言える。 
 今後の課題として、上トラキア平野では前期青銅器時代後葉に関する編年上のデータがまだ
十分ではないため、分析数を増やし、編年的枠組を完成させなくてはならない。そのためには現
地調査の充実が欠かせない。また、土器生産と移動および都市社会との交流については、さまざ
まな手法を用いた胎土分析をさらに資料数を増やして行う必要がある。 
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